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喫煙習慣が壮年勤労者の医療費に及ぼす影響
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　喫煙習慣が壮年勤労者の医療費に及ぼす影響を把握するため，東京都内の某総合健康保険組合に属する40

歳以上男性9,222人の内，1988年7月から8月に行った定期健康診断を受診し生活習慣調査に回答した4,795

人について，翌89年1年間の診療報酬明細書から，受療や医療状況を，喫煙習慣別に比較検討した。

　入院歴の有無で群別し比較したところ，入院が無い群の方が医療費関連指標が低値であったため，入院歴

別に検討する必要があった。

　過去喫煙者は，非喫煙者や現在喫煙者より既往歴をもつ割合が高かった。

　非喫煙者と比較し，受療者率や受診率は，過去喫煙者が高く，現在喫煙者は低い傾向を示した。1人当た

り診療日数および1人当たり医療費は，喫煙者，特に現在喫煙者に低い傾向を示した。1日当たり医療費

は，過去喫煙者が高額な傾向を，現在喫煙者が低額な傾向を示した。

　過去喫煙者の喫煙指数と1日当たり医療費との間に弱い相関が認められた。現在喫煙者の喫煙指数と1人

当たり診療日数や1人当たり医療費との間に弱い逆相関が認められた。

　受療者の1人当たり医療費は，50歳までの現在喫煙者に低値を認め，壮年勤労者では喫煙の健康影響が把

握しずらいと思われた。

　喫煙による健康への悪影響は広く知られているが，壮年勤労者では，喫煙の健康障害がまだ潜在化してい

ると考えられ，医療費への影響は明確に把握しにくい。しかし，受療者1日当たり医療費が，喫煙の健康に

与える影響の指標となる可能性が示唆された。
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